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現在の「学校教育と生成AI」
３つのレイヤー

a. パイロット的な取り組み（高等学校）
1. 生成AI自体を学ぶ段階

2. 使い方を学ぶ段階

3. 各教科等の学びにおいて積極的に用いる段階

4. 日常使いする段階

b. 情報活用能力の育成を含む、AI時代の資質・能力の向上

c. 教員研修や校務での適切な活用

文部科学省 初等中等教育段階における 生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン



生成AI自体を学ぶ段階
三重県立亀山高等学校

生成AI自体を学ぶ段階



使い方を学ぶ段階

使い方を学ぶ段階

堺市立堺高等学校



鹿児島市立鹿児島玉龍高等学校

使い方を学ぶ段階

京都市立西京高等学校



鹿児島市立鹿児島玉龍高等学校

各教科等の学びにおいて
積極的に用いる段階

（トケコミ）



京都市立美術工芸高等学校

各教科等の学びにおいて
積極的に用いる段階

（トケコミ）



情報活用能力としての生成AI
〜情報活用能力の３観点から〜

• 生成AI活用の実践力
– 目的に応じて主体的に活用する
– 自らの生活や学習をより豊かにする活用など

• 生成AIの科学的な理解
– 原理、仕組み、特性、限界や可能性
– 基本的な操作法など

• 情報社会に参画する態度（前提であり常に）

– 情報モラル、情報セキュリティ、法や制度
– 生成AIの特性を踏まえた情報社会への参画など

生成AI自体を学ぶ段階

使い方を学ぶ段階

各教科等の学びにおいて
積極的に用いる段階
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生成AIで学ぶ量の増加→概念形成



新しいツールの活用イメージ
〜授業を例として：「加算」「置換え」からの脱却〜

Ａ．伝統的な授業（一斉指導、一斉協働）

生成AI

個
別

協働

Ｂ.伝統的な授業＋α（個別、協働、ICTを加え、伝統的な授業を極める発想）
・根本は変えずPDCAで極める
・授業場面に加算・置換え
・効果的な方法は何かと検討
・しかし効果を大きく感じない
・仕事が増える一方と感じる

Ｃ. 新しい授業（埋め込まれ、色が混ざり、形も変わるイメージ） ・理念等から新設計
・ハウツーではなく、
本質から新たに検討

・見方・考え方など、
学び方の指導が重要

効果的な活用

DX



新しいことへのチャレンジ

• 質なのか？

• 量なのか？

• 習慣なのか？

習慣として
感覚から掴んでいくことが重要
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